
広報WARABI ● 平成₂₁年₁₂月１日発行 ／ 発行所・蕨市役所
● http://ｗｗｗ.city.warabi.saitama.jp/
● 蕨市の面積　５.10km２

● 11月１日現在人口：₇₂,₀₃₀人  前月比  ＋₃₉人
 　　　　　　　　　   男 ₃₆,₈₅₄人　女 ₃₅,₁₇₆人
　　　　　　　　　 世帯数：₃₅,₆₆₈
　　　　　　　　　 人口密度：₁₄,₁₂₃人／km２

₂₀₀₉/平成₂₁年
わらび・698

冬の日ざしをいっぱい浴びて
｢おいしくなれ｣干しダイコン
　住宅に囲まれた錦町の一角で、
みごとなダイコンを干していたの
は蕨市農業委員会会長の奥

おく

田
だ

光
みつ

由
よし

さんご夫妻。畑で採れた75本のア
オクビダイコンを束ねて､ 10日間
天日干し。甘味が凝縮され、おい
しいたくあんへと生まれ変わりま
す｡今から出来栄えが楽しみです。
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歩みつづけて50年 蕨に笑顔 輝く未来
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蕨
市
市
制
施
行
50
周
年
記
念
式
典 

─

更
な
る
飛
躍
の
第
一
歩
を

　

蕨
市
市
制
施
行
50
周
年
記

念
式
典
が
、11
月
１
日
に
市
民

会
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。市
民

の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、50
周
年

を
祝
い
、蕨
ま
で
駆
け
つ
け
て

く
れ
た
姉
妹
都
市
ア
メ
リ
カ・

エ
ル
ド
ラ
ド
郡
、
友
好
都
市

ド
イ
ツ
・
リ
ン
デ
ン
市
の
皆

さ
ん
な
ど
、
７
４
９
人
の
出

席
者
で
会
場
は
満
席
で
す
。

　

来
賓
に
は
上う

え

田だ

清き
よ

司し

埼
玉

県
知
事
を
は
じ
め
、
神じ

ん

保ぼ

国く
に

男お

戸
田
市
長
、
高た

か

山や
ま

智さ
と

司し

衆

議
院
議
員
な
ど
、９
人
の
か
た

に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

賴よ
り

髙た
か

英ひ
で

雄お

蕨
市
長
の
式
辞

の
後
、
来
賓
の
皆
さ
ん
の
ご

あ
い
さ
つ
、
そ
し
て
、「
未

来
の
蕨
」
の
作
文
を
寄
せ
て

く
れ
た
小
学
生
が
、「
え
が

お
い
っ
ぱ
い
日
本
一
」
を
元

気
に
朗
読
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
に
７
４
９
人
出
席

日
本
一
小
さ
な
市
・
蕨
で

安
全
で
安
心
な
ま
ち

子
育
て
し
や
す
い
ま
ち

健
康
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち

そ
し
て
、
み
ん
な
で
つ
く
り
上
げ
る
ま
ち

な
に
よ
り
も
、
行
政
と
市
民

ま
た
、
市
民
ど
う
し
の

心
が
通
い
合
い

だ
れ
も
が
市
政
を
身
近
に
感
じ

わ
が
ま
ち
と
実
感
で
き
る

そ
ん
な
日
本
一
温
か
な
ま
ち
を

つ
く
り
上
げ
て
い
き
た
い

市
制
施
行
50
周
年
の
今
年
は

そ
う
し
た
決
意
を
新
た
に
し

全
国
に
誇
れ
る

蕨
の
未
来
に
向
け

ま
ち
を
愛
す
る
皆
さ
ん
と

更
に
一
丸
と
な
っ
て

飛
躍
の
第
一
歩
を

踏
み
出
し
た
い

ま
ち
の
功
労
者
を
表
彰

　

自
治
功
労
者
表
彰
・
感
謝

状
の
表
彰
式
で
は
、
長
年
に

わ
た
る
公
職
を
通
じ
、
ま
た

は
市
民
と
し
て
蕨
市
の
発
展

に
貢
献
さ
れ
た
か
た
を
表
彰
。

表
彰
の
部
、
受
賞
者
９
人
を

代
表
し
て
福ふ

く

島し
ま

敏と
し

夫お

さ
ん
、

感
謝
状
の
部
で
は
18
人
を
代

表
し
て
伊い

藤と
う

葉よ
う

子こ

さ
ん
、
50

周
年
感
謝
状
の
部
で
は
受
賞

者
６
２
５
人
を
代
表
し
て
、

９
人
の
か
た
が
登
壇
し
、
賞

状
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、50
周
年
を
記
念
し
て
、シ

ン
ボ
ル
マ
ー
ク
や
標
語
、
作

文
募
集
に
応
募
さ
れ
た
子
ど

も
た
ち
も
特
別
賞
を
受
賞
。

「
け
や
き
文
化
賞
」で
は
、
蕨

市
写
真
連
盟
会
長
、
半は

ん

澤ざ
わ

義よ
し

和か
ず
さ
ん
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

海
外
か
ら
も
お
祝
い
に

　

式
典
後
半
に
は
、
エ
ル
ド

ラ
ド
郡
プ
ラ
サ
ビ
ル
市
長
代

理
の
ジ
ョ
ン
・
カ
ー
ペ
ン
タ

ー
さ
ん
と
同
郡
議
会
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
持
ち
く
だ

さ
っ
た
マ
ー
ナ
・
ハ
ン
セ
ス

さ
ん
、
リ
ン
デ
ン
市
か
ら
は

市
議
会
議
長
の
ヨ
ル
グ
・
ク

ー
ニ
ッ
ク
さ
ん
が
お
祝
い
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
。
ま
た
、
世

界
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
・
マ

ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
部
門
で
世

界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
も
輝
い

た
リ
ン
デ
ン
市
自
衛
消
防
音

楽
隊
「
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
コ
ー

プ
ス
」
の
皆
さ
ん
の
す
ば
ら

し
い
演
奏
が
式
典
を
お
お
い

に
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
た
く
さ
ん
の
祝

福
を
受
け
た
蕨
市
は
、
市
民

の
皆
さ
ん
と
と
も
に
新
た
な

一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。
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　交流協会の発足当時は、働
き盛りの年代でもあったた
め、無我夢中で交流を行って
いました。ドイツ人を受け入
れた当初は、そばをナイフと
フォークで一生懸命食べよう
とする人がいたり、訪問時に
は水が炭酸水しかなく、困惑
したりなど、約30年でパック
旅行では味わえないたくさん
の経験もできました。
　スポーツ少年団の交流で、
リンデン市の青少年を民泊さ
せたことから始まった交流
は、今も２年ごとに行ってい
ます。今後も、交流協会では、
市民どうしの力で交流を進め
ていきたいと思います。

　昭和52年に初めて蕨市を訪
れてから、19回訪問していま
す。蕨に来るときは、ほかの
国に行くというよりも、故郷
に来るという感覚です。それ
だけ蕨の人たちが、さまざま
なことを行ってきているから
だと感じます。
　リンデン市から交流協会を
通して、今まで約500人もの
人が蕨を訪れていますが、い
つも私たちへのもてなしのす
ばらしさを感じます。こうし
た市民レベルの交流は、モデ
ルになることでしょう。今後、
30年以上にわたって培ったき
ずなを次世代へつなげていき
たいと思います。

市民の力で交流を推進交流の実績を次世代へ

蕨・独リンデン
市民交流協会会長

笠
かさ

井
い

　忠
ただ

司
し

さん

独日協会
リンデン・蕨会長

ギュンター・ヴァイスさん

■エイズホットライン30時間連続電話相談／5日･午前9時～6日･午後3時 受付番号は（☎048･825･3060） 詳細＝県疾病対策課（☎048･830･3557）■埼玉県最低賃金の改正／時間額735円に改正 原則的に県内すべての労働者･使用者に適用 問い合わせ＝埼玉労働局賃金室（☎048･600･6205）

市
民
交
流
続
け
て
34
年

相
互
理
解
で
平
和
に
貢
献

姉
妹
都
市
エ
ル
ド
ラ
ド

面
積
は
蕨
市
の
約
900
倍

ス
ポ
ー
ツ
の
市
民
交
流

変
わ
ら
ぬ
温
か
な
友
情

　

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
カ
リ
フ

ォ
ル
ニ
ア
州
エ
ル
ド
ラ
ド
郡

と
の
交
流
は
、
昭
和
49
年
、

同
郡
プ
ラ
サ
ビ
ル
市
か
ら
マ

ー
ナ
・
ハ
ン
セ
ス
さ
ん
が
郡

議
会
の
姉
妹
都
市
締
結
の
申

し
入
れ
議
決
書
を
持
っ
て
来

蕨
さ
れ
た
こ
と
か
ら
始
ま
り

ま
し
た
。こ
れ
は
、ア
イ
ゼ
ン

ハ
ワ
ー
元
大
統
領
が
推
奨
し

て
い
る
「
人
と
人
と
の
ま
じ

わ
り
プ
ロ
グ
ラ
ム
（People 

to People Program

）」
に

添
っ
た
も
の
で
し
た
。

　

国
を
超
え
た
人
と
の
交
流

を
進
め
、
互
い
に
理
解
し
合

う
こ
と
で
世
界
平
和
に
貢
献

し
よ
う
と
い
う
こ
の
活
動
に
、

当
時
の
金か

ね

子こ

吉き
ち

衛え

市
長
が
共

感
し
、推
進
。
昭
和
50
年
３

月
、
議
会
の
「
姉
妹
都
市
締

結
」の
議
決
を
受
け
ま
し
た
。

翌
51
年
６
月
に
は
市
民
が
主

体
の
蕨
・
エ
ル
ド
ラ
ド
姉
妹

都
市
協
力
会
（
以
下
「
協
力

会
」）
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

協
力
会
に
よ
る
姉
妹
都
市

交
流
は
、今
年
で
34
年
目
。こ

の
間
、
相
互
訪
問
や
受
け
入

れ
事
業
の
ほ
か
、
交
換
教
師

や
講
演
会
の
開
催
な
ど
、
幅

広
く
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
市
民
間
の
親
善
友

好
交
流
が
、
世
界
平
和
に
多

大
な
貢
献
を
果
た
し
た
と
し

て
、マ
ー
ナ
さ
ん
は
平
成
12

年
２
月
25
日
に
「
彩
の
国
国

際
交
流
貢
献
賞
」
を
受
賞
。

19
年
11
月
３
日
に
は
両
市
・

郡
民
の
交
流
を
推
進
さ
れ
て

き
た
こ
と
か
ら
、
市
の
文
化

功
労
者
に
贈
る
「
け
や
き
文

化
賞
」を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
制
施
行
50
周
年
記
念
式

典（
２
、
３
㌻
参
照
）
に
は
、

マ
ー
ナ
さ
ん
ほ
か
、
12
人
が

お
祝
い
に
訪
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
長
年
交
流
を
続
け
て

き
た
協
力
会
と
エ
ル
ド
ラ
ド

郡
の
深
い
き
ず
な
が
あ
る
か

ら
で
す
。

　

ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
リ
ン

デ
ン
市
と
の
交
流
は
、
日
独

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
交
流
が

き
っ
か
け
で
し
た
。
昭
和
52

年
７
月
に
蕨
市
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
は
、来
日
中
の
ド
イ
ツ
・

ヘ
ッ
セ
ン
州
代
表
の
青
少
年

22
人
と
指
導
者
の
ギ
ュ
ン
タ

ー
・
ヴ
ァ
イ
ス
夫
妻
を
迎
え

交
流
を
深
め
ま
し
た
。
夫
妻

は
心
温
ま
る
歓
迎
に
感
謝
す

る
と
同
時
に
、
在
住
の
リ
ン

デ
ン
市
と
蕨
市
と
の
市
民
交

流
を
、
当
時
同
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
本
部
長
で
前
市
長
の
田た

中な
か

啓け
い

一い
ち

氏
に
提
案
。
青
少
年

を
含
め
た
幅
広
い
交
流
の
た

め
に
と
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
蕨
・
独
リ
ン
デ

ン
市
民
交
流
協
会（
以
下「
交

流
協
会
」）
が
、
昭
和
54
年

１
月
に
発
足
。
市
民
の
有
志

が
集
ま
っ
て
結
成
し
、
今
日

ま
で
友
好
都
市
と
し
て
２
年

ご
と
の
相
互
訪
問
を
基
本
に

行
い
、
交
流
を
続
け
て
い
ま

す
。
平
成
14
年
10
月
に
は
、

両
市
と
両
市
議
会
が
更
な
る

友
好
を
深
め
よ
う
と
、
盟
約

書
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

交
流
の
端
を
発
し
た
ギ
ュ

ン
タ
ー
・
ヴ
ァ
イ
ス
さ
ん
は
、

平
成
14
年
11
月
、
両
市
の
文

化
交
流
を
長
年
支
え
て
こ
ら

れ
た
と
し
て
「
け
や
き
文
化

賞
」
を
受
賞
。
19
年
11
月
に

は
、
日
本
・
ド
イ
ツ
国
間
の

友
好
親
善
に
寄
与
し
た
と
し

て
国
の
「
外
国
人
叙
勲
」
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
で
交
流
32
年
目
の
交

流
協
会
と
リ
ン
デ
ン
市
。
市

制
施
行
50
周
年
記
念
式
典
に

は
、
ヴ
ァ
イ
ス
夫
妻
を
は
じ

め
、議
会
関
係
者
33
人
、そ
し

て
世
界
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル

で
優
勝
の
実
績
を
誇
る
自
衛

消
防
音
楽
隊
34
人
が
お
祝
い

に
来
蕨
。
音
楽
隊
は
式
典
を

は
じ
め
、
宿
場
ま
つ
り
な
ど

で
演
奏
を
披
露
し
て
、多
く
の

市
民
を
喜
ば
せ
て
い
ま
し
た
。

特集：国 際 交 流
姉妹　　　　友好
都市　　　　都市

サンフランシスコ

サクラ
メント

ヨセミテ公園

カリフォルニア州

エルドラド郡

ネバダ州

タホ湖

ブラサビル

タホ湖

プラサビル

ヘッセン州
リンデン

フランクフルト

ドイツ

チェコ

フランス

ベルギー

オランダ

ポーランド

ルクセンブルクルクセンブルク

人
と
人
と
が
支
え
合
う

姉
妹
都
市
と
友
好
都
市

　

市
制
施
行
50
周
年
記
念
式
典
（
２
、３
㌻
参
照
）
に
は
、
外
国
か
ら
も
多
く
の
皆
さ
ん
が

お
祝
い
に
駆
け
つ
け
て
く
れ
ま
し
た
。そ
れ
は
、「
蕨
・
エ
ル
ド
ラ
ド
姉
妹
都
市
協
力
会
」
が

ア
メ
リ
カ
・
エ
ル
ド
ラ
ド
郡
と
姉
妹
都
市
と
し
て
、「
蕨
・
独
リ
ン
デ
ン
市
民
交
流
協
会
」が

ド
イ
ツ
・
リ
ン
デ
ン
市
と
友
好
都
市
と
し
て
、
30
年
以
上
に
わ
た
っ
て
市
民
交
流
が
続
い

て
い
る
か
ら
で
す
。こ
こ
４
、５
㌻
で
は
、姉
妹
都
市
と
友
好
都
市
の
交
流
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

〈
図
①
〉太
平
洋
に
面
し
た
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
州
エ
ル
ド
ラ
ド
郡
の
郡
都
は
、古
く

金
鉱
で
有
名
な
プ
ラ
サ
ビ
ル
市
で
す
。

〈
図
②
〉美
し
い
町
並
み
の
リ
ン
デ
ン
市

は
、教
会
を
中
心
に
市
街
地
が
生
ま
れ
、

郊
外
は
森
と
野
原
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　交流は「できることを行う
こと」がたいせつです。来蕨
の際には、日本の生活を知っ
てもらうことが大事なので、
構える必要はありません。訪
問時には、その国が誇りと思
うものを見て理解することで
す。それらが相互理解と友好
関係を深めていきます。
　また、微力でも１人１人が
草の根外交を繰り広げること
が世界平和の寄与につながり
ます。協力会では、今後、そ
の力を若い世代に発揮しても
らいたいと考えています。そ
れは、マーナから受け取った
｢ピープル・トゥー・ピープル｣
でもあるからです。

　蕨市とエルドラド郡の姉妹
都市は、今とてもよい関係に
あると思います。交流を始め
た当初は、少人数が行き来す
るだけの小規模なものでし
た。市制施行50周年記念式典
に多くの人が参加したのを見
ると、これまで、若者や教師
など、いろいろな立場の人た
ちが、着々と交流を成長させ
てくれたと感じました。
　私の友人の孫が、来年の夏
は、いっしょに蕨で過ごした
いと言ってきています。それ
は、人と人とのつながりが、
いろいろなところで出来てい
て、今、これだけ大きなもの
になっているあかしです。

できることから交流を人々のつながりを実感

蕨・エルドラド
姉妹都市協力会会長

向
むか

井
い

　昌
まさ

子
こ

さん

People to People 
International

エルドラド郡支部会長

マーナ・ハンセスさん

　

姉
妹
都
市
エ
ル
ド
ラ
ド
郡

は
ど
ん
な
ま
ち
な
の
か
ご
紹

介
し
ま
し
ょ
う（
５
㌻
図
①
）。

　

エ
ル
ド
ラ
ド
郡
は
、
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
中
央
部
、

シ
ェ
ラ
ネ
バ
ダ
山
脈
の
ふ
も

と
に
あ
り
、
森
と
湖
に
囲
ま

れ
た
美
し
い
ま
ち
で
す
。
面

積
は
蕨
市
の
お
よ
そ
９
０
０

倍
で
人
口
は
約
16
万
人
。
農

林
業
が
主
な
産
業
で
す
。

友
好
都
市
の
リ
ン
デ
ン

市
シ
ン
ボ
ル
は
菩
提
樹

　

友
好
都
市
リ
ン
デ
ン
市
が

ど
ん
な
ま
ち
な
の
か
ご
紹
介

し
ま
し
ょ
う
（
下
図
②
）。

　

リ
ン
デ
ン
市
は
、
ヘ
ッ
セ

ン
州
に
あ
り
、
フ
ラ
ン
ク
フ

ル
ト
市
か
ら
北
へ
約
60
㌔
㍍

の
静
か
な
住
宅
都
市
。
面
積

は
蕨
市
の
ほ
ぼ
４.５
倍
で
人
口

約
１
万
２
０
０
０
人
。
ま
ち

の
教
会
横
に
茂
る
菩
提
樹

（
リ
ン
デ
ン
）
の
大
木
が
、

市
の
名
前
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
大
学
で
ド
イ
ツ
語
学

科
を
専
攻
し
た
り
、
外
国
の
友

人
が
い
た
り
す
る
の
は
、
若
者

が
国
際
的
視
野
を
は
ぐ
く
み
、

国
際
平
和
に
寄
与
し
よ
う
と
ア

メ
リ
カ
や
ド
イ
ツ
な
ど
で
開
催

す
る「
国
際
青
少
年
キ
ャ
ン
プ
」

に
参
加
で
き
た
こ
と
が
き
っ
か

け
で
す
。こ
う
し
た
経
験
は
市
を

は
じ
め
、協
力
会
や
交
流
協
会
に

よ
る
長
年
の
交
流
が
あ
っ
た
か

ら
こ
そ
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、よ
り
多
く
の
人
に
国

際
交
流
の
た
い
せ
つ
さ
を
知
っ

て
も
ら
お
う
と
発
足
し
た
「
Ｗ

Ｉ
Ｃ
Ａ
（
蕨
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ

ョ
ナ
ル
・
カ
ル
チ
ャ
ー
・
ア
ソ

シ
エ
ー
シ
ョ
ン
）」
の
一
員
と

し
て
、
在
住
外
国
人
を
含
め
た

交
流
を
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

国際交流のすばらしさ
「ＷＩＣＡ」で伝えたい

増
ます

田
だ

　亜
あ

由
ゆ

美
み

さん

北町４丁目在住
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■10日～16日は拉致問題を考える週間です／この週間を機に拉致問題に対する関心をいっそう高めましょう　詳細＝福祉総務課（☎433･7753）■請願・陳情の提出期限が変更に／平成22年３月定例会から告示日の前々日の午後５時までに変更　問い合わせ＝議会事務局（☎433･7733）

　

蕨
市
に
在
住
し
て
い
る
外

国
人
は
、
現
在
、
３
５
１
３

人
（
平
成
21
年
11
月
１
日
現

在
）
で
、
総
人
口
の
4.9
％
、

市
民
の
約
21
人
に
１
人
が
外

国
人
で
す
。
10
年
前
に
は
約

36
人
に
１
人
で
し
た
か
ら
、

今
で
は
、
1.8
倍
も
増
え
て
い

ま
す
。

　

国
籍
別
で
は
、
中
国
が
い

ち
ば
ん
多
く
１
９
０
７
人
。

次
い
で
韓
国
・
朝
鮮
の
５
８

７
人
。そ
し
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
、

人
配
置
し
、
語
学
教
育
な
ど

を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
若

者
が
異
文
化
と
触
れ
合
い
、

国
際
的
視
野
な
ど
を
は
ぐ
く

む
国
際
青
少
年
キ
ャ
ン
プ
を

実
施
し
、「
国
際
理
解
教
育

の
推
進
」を
図
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
初
の
試
み
と
し
て
、

日
本
人
と
在
住
外
国
人
の
交

流
会
、「
み
ん
な
の
ひ
ろ
ば
」

を
今
年
２
月
、
中
央
公
民
館

で
開
催
し
、
約
20
か
国
、
１

２
０
人
の
外
国
人
を
含
め
た

４
０
０
人
が
、
国
籍
を
超
え

た
地
域
の
交
流
を
は
ぐ
く
み

ま
し
た
。

　

一
方
、
い
ろ
い
ろ
な
分
野

で
国
際
交
流
を
進
め
て
い
る

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、
ア
メ
リ

カ
と
続
き
、
上
位
５
か
国
で

外
国
人
全
体
の
約
87
％
に
な

り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
近
隣
に

は
、
外
国
人
の
か
た
が
増
え

て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
異
な
る
文
化
や
生

活
習
慣
に
つ
い
て
、
お
互
い

に
理
解
を
深
め
て
い
く
こ
と

は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
重
要

な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
小
・
中
学
校
に

外
国
人
英
語
指
導
助
手
を
５

　

外
国
人
に
と
っ
て
、
安
心

し
て
快
適
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

は
、
市
民
全
体
に
も
望
ま
し

い
ま
ち
の
在
り
方
で
す
。
ま

た
、
外
国
人
を
単
な
る
支
援

や
交
流
の
対
象
で
は
な
く
、

国
籍
や
民
族
な
ど
の
異
な
る

人
々
が
、
互
い
の
文
化
的
違

い
を
認
め
合
う
こ
と
や
、
同

じ
地
域
の
構
成
員
と
し
て
、

対
等
の
関
係
を
築
き
な
が
ら

社
会
参
加
を
促
す
「
多
文
化

共
生
」と
い
う
取
り
組
み
が
、

今
、
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

外
国
人
も
地
域
の
一
員

相
互
理
解
で
社
会
参
加

在
住
す
る
外
国
人
比
率

市
民
の
約
21
人
に
１
人

市
民
の
活
発
な
活
動
も

ま
ず
身
近
な
交
流
か
ら

　

先
日
、
市
制
施
行
50
周
年

記
念
事
業
の
１
つ
と
し
て
、

蕨
市
初
の
女
性
議
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

今
年
で
創
立
20
周
年
を
迎

え
る
男
女
平
等
推
進
市
民
会

議
の
皆
さ
ん
が
中
心
と
な
っ

て
準
備
を
進
め
、
公
募
の
か

た
も
含
め
て
18
人
の
女
性
が

議
員
と
な
り
、
６
人
の
か
た

が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　

障
害
者
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
や
保
育
の
充
実
、
バ
リ
ア

フ
リ
ー
の
ま
ち
づ
く
り
、
子

ど
も
と
携
帯
電
話
、
福
祉
教

育
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン

ス
な
ど
の
問
題
が
取
り
上
げ

ら
れ
、
い
ず
れ
も
生
活
実
感

に
根
ざ
し
た
女
性
な
ら
で
は

の
す
ば
ら
し
い
質
問
で
し
た
。

　

私
は
、
皆
さ
ん
の
熱
心
に

取
り
組
む
姿
を
見
て
、
単
な

る
イ
ベ
ン
ト
に
終
わ
ら
せ
ず

に
、
質
問
に
対
し
て
真
剣
に

答
弁
し
、
今
後
の
市
政
に
生

か
し
て
い
く
、
そ
ん
な
姿
勢

で
女
性
議
会
に
臨
み
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
女
性
差
別
撤
廃

条
約
の
国
連
採
択
か
ら
30
年
、

男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法

が
制
定
さ
れ
て
10
年
、
そ
し

て
、蕨
市
男
女
共
同
参
画
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
プ
ラ
ン・後
期

計
画
の
ス
タ
ー
ト
の
年
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
蕨
市
が
行
っ

て
き
た
先
進
的
な
男
女
共
同

参
画
祉
会
づ
く
り
の
取
り
組

み
を
、
今
後
い
っ
そ
う
市
民

の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
進
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

市長　賴 髙 英 雄

蕨市初の女性議会

市民と市長
の 面 会 日
　毎月第１
木曜日、今
月は３日、
１月は７日
　午後１時
～５時　ご
希望のかた
は、秘書広
報課（☎433・
7701）へ。

26

＝私が思う多文化共生＝

　

県
内
で
在
住
外
国
人
比
率
が
最
も
高
い
蕨
市
で
は
、
国
際

理
解
教
育
や
外
国
人
交
流
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
一
方
、

外
国
人
が
地
域
に
溶
け
込
め
る
よ
う
応
援
す
る
市
民
の
活
動

も
あ
り
ま
す
。だ
れ
も
が
快
適
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
目
指
し
、

６
、７
㌻
で
は
、
多
文
化
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
が

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
例
え

ば
、
公
民
館
で
日
本
語
の
日

常
会
話
や
広
告
の
読
み
方
な

ど
を
教
え
て
い
た
だ
い
て
い

る
日
本
語
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
会
の
皆
さ
ん
で
す
。ま
た
、

日
本
の
文
化
に
触
れ
て
み
た

い
と
、
蕨
市
柔
道
連
盟
に
は

多
く
の
外
国
人
が
入
会
し
て

い
ま
す
。
同
連
盟
で
は
、
柔

道
を
通
し
て
、
礼
儀
も
教
え

て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
団
体
の
地
道
な

活
動
が
、
外
国
人
を
地
域
の

一
員
へ
と
後
押
し
し
て
く
れ

て
い
ま
す
。

　

異
文
化
を
認
め
、
協
力
し

合
う
心
が「
多
文
化
共
生
」の

ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
っ
て

い
き
ま
す
。
皆
さ
ん
も
で
き

る
こ
と
か
ら
始
め
ま
せ
ん
か
。

旭
町
公
民
館
で
活
動
す
る
日
本
語
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
ワ
ラ
ビ
ー
の
皆
さ

ん
。
約
20
人
の
外
国
人
の
か
た
が
学
ん

で
い
ま
す（
右
写
真
）。生
徒
た
ち
に
人
気

の
ジ
ェ
ニ
フ
ァ
ー
さ
ん
は
、中
学
校
の

英
語
指
導
助
手
の
１
人
で
す（
写
真
左
）。

互
い
に
認
め
、
協
力
し
合
う

多
文
化
共
生
の
ま
ち
づ
く
り

特集：国際交流
多 文 化 共 生

外国人登録者数

劉
りゅう

　文
ぶ ん

哲
てつ

さん
中央３丁目在住

　中国から来て１年目。今は、
仕事のために日本語を勉強中
です。もう少しうまく会話が
できるようになったら、近所
の皆さんと仲よくなって、地域
にも参加したいと思います。

稲
いな

垣
がき

 理
り

恵
え

さん
錦町５丁目在住

　クラスに韓国や米国の子が
いて、子どもどうしが友達なの
で、親も自然と仲よしになり
ます。文化や習慣の違いを教
え合うことができ、互いに得
るものが多いと感じました。

蕨市聴覚障害者協会

成
なり

田
た

  昇
のぼる

会長

　聴覚に障害があるため、交
流するのは少し難しいかもし
れません。でも、機会があれば、
いろんな文化に触れてみたい
し、お互い協力し合える関係
を築きたいと思っています。

家
族
３
人
で
柔
道
に
打
ち
込
む
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
ダ
ン
さ
ん
（
カ
ナ
ダ
）

約20か国の人が参加した「みんなのひろば」は来年２月にも開催予定です

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

40 45 50 55 10 15 21５

人
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　「錦町に田んぼを復活させよう」
を合言葉に、市制施行50周年記念
事業の一環として、今年５月、14
人で「田んぼの学校プロジェクト
チーム」を結成しました。市内農
家の皆さんのご協力の下、子ども
たちに自然のたいせつさを肌で感
じてもらおうと活動してきた日々
のなかで、私たち大人も、たくさ
んのことを学ばせてもらいました。

田んぼの学校
プロジェクト
チーム・代表

野
の

村
むら

　睦
むつみ

さん
錦町２丁目・44歳

　

錦
町
４
丁
目
、
第
二
中
学
校
の
南

側
に
あ
る
田
ん
ぼ
の
学
校
に
行
く

と
、
プ
ー
ル
く
ら
い
の
大
き
な
水
た

ま
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　

6
月
21
日
の
そ
の
日
は
強
い
雨
。

「
で
も
、昔
か
ら
田
植
え
の
時
は
、こ

ん
な
日
が
多
か
っ
た
ん
だ
っ
て
」。み

ん
な
泥
ん
こ
に
な
っ
て
、
ぐ
に
ゃ
ぐ

に
ゃ
の
地
面
に
足
を
滑
ら
せ
な
が
ら

苗
を
植
え
ま
し
た
。「
こ
ん
な
に
軟
ら

か
い
所
で
稲
が
育
つ
の
か
な
」。こ
の

日
か
ら
、
学
校
の
帰
り
に
稲
の
生
長

を
見
る
の
が
楽
し
み
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
み
ん
な
ど
こ
か
ら
や
っ
て
来
た

の
」。
田
ん
ぼ
で
は
ヤ
ゴ
や
バ
ッ
タ
、

ア
メ
ン
ボ
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
虫
を

見
つ
け
ま
し
た
。
自
然
を
取
り
戻
す

と
、
こ
ん
な
に
も
生
き
物
が
集
ま
っ

て
く
る
ん
だ
。

　

照
り
付
け
る
日
ざ
し
を
浴
び
な
が

姿消した田んぼ復活
～日本一過密な都市わらびで新たな試み～

田んぼの学校

ら
、
ち
っ
ち
ゃ
く
咲
い
た
白
い
花
も

観
察
し
ま
し
た
。「
稲
に
も
こ
ん
な

に
花
が
咲
く
ん
だ
ね
」。

　

台
風
の
後
、
心
配
で
見
に
行
き
ま

し
た
。
倒
れ
そ
う
な
稲
も
あ
っ
た
け

ど
、
み
ん
な
元
気
で
い
て
く
れ
ま
し

た
。
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
が
、
水
を

抜
い
た
り
、
飛
ば
さ
れ
そ
う
な
案か

山か

子し

や
看
板
を
守
っ
た
り
し
て
く
れ
た

そ
う
で
す
。

　　

こ
う
し
て
迎
え
た
収
穫
の
日
。
黄

金
色
に
衣
替
え
し
た
稲
が
、
み
ん
な

で
お
じ
ぎ
を
し
て
い
ま
し
た
。
育
て

て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
っ
て
。「
サ

ク
ッ
」
と
気
持
ち
の
よ
い
音
で
刈
っ

た
稲
を
結
ん
で
、
竹
ざ
お
に
掛
け
て

干
し
ま
し
た
。「
自
然
の
風
に
触
れ

て
、
お
い
し
い
お
米
が
出
来
る
ん
だ

よ
」
っ
て
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

「
昔
の
人
っ
て
ほ
ん
と
う
に
な
ん
で

も
知
っ
て
い
る
ん
だ
な
ぁ
」。

　

こ
う
し
て
出
来
た
手
作
り
の
お

米
。
色
や
形
は
い
つ
も
見
る
お
米
と

は
少
し
違
う
け
ど
、
お
い
し
い
は
ず

だ
よ
ね
。

　

た
く
さ
ん
の
生
き
物
や
天
気
、
み

ん
な
の
知
恵
が
集
ま
っ
て
、
初
め
て

収
穫
の
喜
び
を
味
わ
え
る
ん
だ
ね
。

い
ろ
ん
な
こ
と
を
教
え
て
く
れ
た
田

ん
ぼ
の
学
校
の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
、

自
然
の
贈
り
物
に
…

―
あ
り
が
と
う
―

大
き
な
水
た
ま
り
か
ら

黄
金
色
に
輝
く
田
園
で

重機で掘り起こして整地

300平方㍍ほどの田んぼに

雨のなかで元気に田植え

働き者の案山子

初めに収穫した「ひめのもち」をはぜ掛けに全部で約130㌔を収穫足踏み式の農具で脱穀

１粒１粒に思いが

おにぎりできたよお日様の下で食べる新米。とびきりおいしいね

カマキリ採れた

「泥んこ楽しい」と大喜び
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（
南
小
学
校
旧
校
舎
・
塚
越
小
学
校
）

　
　
　

中
学
校
校
舎
耐
震
補
強
工
事

　
　
　
（
第
一
中
学
校
Ｂ
棟
）

1
日　

 

平
和
祈
念
展
「
写
真
館
・
蕨
︱
戦
中

か
ら
戦
後
へ
︱
」（
～
９
月
27
日
）

　
　
　

４
９
０
１
人

2
日　

市
民
水
泳
大
会

6
日　

わ
ら
び
機
ま
つ
り（
～
９
日
）28
万
人

21
日　

 
㊿
夏
期
巡
回
ラ
ジ
オ
体
操
・
み
ん
な

の
体
操
会　

１
４
０
８
人

23
日　

蕨
市
総
合
防
災
演
習

　
　
　
（
第
二
中
学
校
）　

１
２
５
０
人

９
月 

 

1
日　

㊿
蕨
音
頭
Ｃ
Ｄ
販
売
（
５
０
０
円
）

4
日　

中
学
生
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
・
英
語

6
日　

５
地
区
合
宿
通
学
（
～
10
月
10
日
）

12
日　

地
区
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
　
　
（
～
11
月
15
日
）

14
日　

錦
町
７
号
公
園
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

19
日　

お
年
寄
り
を
敬
う
会　

１
４
２
２
人

23
日　

 

㊿
開
運
！
な
ん
で
も
鑑
定
団
出
張
鑑

定
大
会
in
蕨　

７
５
５
人

1₀
月 

 

1
日　

北
町
地
区
留
守
家
庭
児
童
指
導
室

　
　
　
（
Ｂ
館
）
開
設

　
　
　

 

こ
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
対
象
年
齢

拡
大（
小
学
３
年
生
を
修
了
前
ま
で
）

　
　
　

 

女
性
特
有
が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン

配
布

7
日　

  

㊿
今
夜
も
大
入
り
！
埼
玉
・
蕨
極
楽

亭
公
開
録
音　

３
９
７
人

22
日　

㊿
中
学
生
の
主
張
in
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ａ
Ｂ
Ｉ

26
日　

 

15
㍍
級
屈
折
は
し
ご
付
消
防
ポ
ン
プ

自
動
車
の
更
新

28
日　

蕨
ニ
コ
ニ
コ
商
品
券
発
売

　
　
　
（
１
冊
１
万
円
・
１
万
冊
販
売
）

30
日　

 

全
国
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に

参
加
（
～
11
月
３
日
）
さ
い
た
ま
市

11
月 

 

1
日　

㊿
市
制
施
行
50
周
年
記
念
式
典

　
　
　

７
４
９
人

　
　
　

け
や
き
文
化
賞
に
半
澤
義
和
さ
ん

　
　
　

㊿
文
化
の
祭
典
「
わ
ら
び
の
四
季
」

　
　
　

 

㊿
特
別
展
「
昭
和
へT

im
e T

ravel

あ
の
こ
ろ
の
蕨
」（
～
12
月
27
日
）

　
　
　
自
転
車
盗
難
等
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
開
始

2
日　

ニ
コ
ニ
コ
相
談
員
全
小
学
校
に
配
置

3
日　

宿
場
ま
つ
り　

13
万
人

8
日　

わ
ら
び
健
康
ま
つ
り　

１
５
０
０
人

11
日　

 

蕨
駅
西
口
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
工
事

開
始

16
日　

㊿
女
性
議
会
開
会（
女
性
議
員
18
人
）

18
日　

水
槽
付
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
更
新

　
　
　

蕨
市
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム

20
日　

園
芸
品
評
会
（
～
21
日
）
２
０
０
人

24
日　

金
婚
祝
式　

50
組

28
日　

 

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
（
～
12
月
５
日
）

　
　
　

㊿
ふ
れ
あ
い
将
棋
ま
つ
り

12
月 

 

1
日　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
新
車
運
行
開
始

6
日　

 

さ
わ
や
か
環
境
の
日
ク
リ
ー
ン
わ
ら

び
市
民
運
動
（
予
定
）

　
　
　

市
民
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
（
予
定
）

28
日　
消
防
歳
末
特
別
警
戒
市
長
巡
視（
予
定
）

１
月 

 

15
日　

第
63
回
成
年
式　

７
１
９
人

28
日　

 

㊿
市
制
施
行
50
周
年
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ

ー
ズ
決
定

２
月 

 

15
日　

国
際
交
流
事
業「
み
ん
な
の
ひ
ろ
ば
」

　
　
　

４
０
０
人
（
外
国
人
１
２
０
人
）

21
日　

 

消
費
生
活
展（
～
22
日
）　

６
０
０
人

３
月 

 

　
　
　

第
４
次
蕨
市
総
合
振
興
計
画
改
訂

　
　
　

基
本
計
画
策
定

12
日　

㊿
蕨
市
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
決
定

14
日　

 

市
民
活
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
フ
ォ
ー
ラ

ム
２　

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

23
日　

市
立
病
院
経
営
改
革
プ
ラ
ン
策
定

４
月 

 

1
日　

蕨
市
商
業
振
興
条
例
施
行

　
　
　

 

み
ど
り
保
育
園
、
さ
つ
き
保
育
園
で

延
長
保
育
を
開
始

　
　
　

妊
婦
一
般
健
診
（
14
回
へ
増
）

　
　
　

精
神
障
害
者
自
己
負
担
助
成

　
　
　

 

蕨
駅
前
西
口
連
絡
所
の
有
料
化
粧
室

を
駅
西
口
化
粧
室
（
無
料
）
に

　
　
　

地
震
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
全
戸
配
布

　
　
　

 

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
の
窓
口
払

い
廃
止
の
対
象
者
拡
大

　
　
　

 

蕨
市
社
会
福
祉
協
議
会
と
蕨
市
社
会

福
祉
事
業
団
が
合
併

6
日　

多
重
債
務
相
談
開
設

11
日　

市
長
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
開
催

　
　
　
（
～
４
月
19
日
）
２
７
８
人

15
日　

定
額
給
付
金
申
請
受
付
開
始

　
　
　

子
育
て
応
援
特
別
手
当
支
給

　
　
　
（
～
10
月
15
日
）

29
日　

㊿
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

　
　
　

㊿
わ
ら
び
藤
ま
つ
り
（
三
学
院
）

　
　
　

３
０
０
０
人

　
　
　

苗
木
市　

４
万
２
０
０
０
人

５
月 

 

1
日　

 

さ
く
ら
保
育
園
で
土
曜
日
の
延
長
保

育
を
午
後
５
時
ま
で
拡
大

8
日　

け
や
き
荘
ま
つ
り

17
日　

子
育
て
支
援
フ
ェ
ス
タ

20
日　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
乗
車

　
　
　

１
０
０
万
人
突
破

27
日　

㊿
わ
ら
び
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー

　
　
　

４
万
３
５
５
５
人

６
月 

 

7
日　

 

さ
わ
や
か
環
境
の
日
ク
リ
ー
ン
わ
ら

び
市
民
運
動　

４
０
８
６
人

　
　
　
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り　

６
０
０
人

14
日　

㊿
地
域
づ
く
り
推
進
事
業
開
始

29
日　

㊿
蕨
書
き
順
Ｔ
シ
ャ
ツ
販
売
開
始

30
日　

塚
越
プ
ー
ル
改
修
工
事
完
了

７
月 

 

21
日　

 

㊿
わ
ら
び
も
の
し
り
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ

ー
（
～
８
月
31
日
）　

２
２
６
人

25
日　

㊿
わ
ら
び
子
ど
も
宣
言
制
定

30
日　

国
際
青
少
年
キ
ャ
ン
プ
in
わ
ら
び

　
　
　
（
～
８
月
９
日
）

31
日　

㊿
サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト　

５
８
９
人

８
月 

 

　
　
　

小
学
校
校
舎
耐
震
補
強
工
事

→－重い障害を持つ子と共に」　浦和コルソ7階ホール　300人（先着順）　無料　問い合わせ＝さいたま地方法務局人権擁護課（緯048・863・2211）■第61回人権週間の行事／５日　午後1時　全国中学生人権作文コンテスト県大会表彰式　午後2時50分　講演「この街で、生きるということ→

地元野菜とパンで食育

宿場まつりに約13万人

女性議会が18人で開会

祭り通じて健康見直す
　

市
民
の
健
康
づ
く
り
を
応

援
す
る
「
わ
ら
び
健
康
ま
つ

り
」が
11
月
８
日
、市
民
体
育

館
で
開
か
れ
１
５
０
０
人
が

来
場
。１
階
で
は
、歯
科
検
診

や
フ
ッ
素
塗
布
な
ど
に
多
く

の
親
子
連
れ
が
参
加
し
、
３

階
で
は
、健
康
体
操
や
薬
・
介

護
の
相
談
な
ど
が
行
わ
れ
、

生
活
習
慣
や
健
康
を
見
直
す

き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

ハロウィンで国際交流
　

中
央
２
丁
目
土
橋
町
会
主

催
の
「
第
３
回
親
子
で
ハ
ロ

ウ
ィ
ン
を
楽
し
も
う
」が
、10

月
31
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、市
制
施
行
50
周
年
の

お
祝
い
に
駆
け
つ
け
た
姉
妹

都
市
ア
メ
リ
カ
・
エ
ル
ド
ラ

ド
郡
の
皆
さ
ん
も
参
加
さ
れ
、

６
０
０
人
以
上
の
皆
さ
ん
が

仮
装
を
し
て
、
に
ぎ
や
か
に

ま
ち
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。

　
「
農
産
物
生
産
者
と
児
童

の
交
流
給
食
」が
11
月
５
日
、

北
小
で
開
か
れ
ま
し
た
。
講

師
の
市
内
農
家
４
人
の
か
た

は
、
野
菜
の
育
て
方
や
苦
労

話
な
ど
を
話
し
た
ほ
か
、地
元

の
野
菜
入
り
給
食
と
市
制
施

行
50
周
年
記
念
で
作
っ
た「
ワ

ラ
ビ
ー
パ
ン
」
を
５
年
生
57

人
と
食
べ
な
が
ら
、食
べ
物
へ

の
感
謝
の
心
を
伝
え
ま
し
た
。

　

11
月
３
日
、
歴
史
と
文
化

が
残
る
中
山
道
本
町
通
り
で

「
第
26
回
中
仙
道
蕨
宿
宿
場
ま

つ
り
」が
開
か
れ
ま
し
た
。郷

土
愛
と
人
と
の
触
れ
合
い
を

は
ぐ
く
も
う
と
、
多
く
の
皆

さ
ん
や
市
制
施
行
50
周
年
で

来
日
し
た
エ
ル
ド
ラ
ド
郡
と

リ
ン
デ
ン
市
の
皆
さ
ん
も
参

加
。
国
際
色
あ
ふ
れ
た
祭
り

に
約
13
万
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

11
月
16
日
、男
女
共
同
参
画

の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
よ

う
と
、初
の
女
性
議
会
が
市
役

所
の
議
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

上う
え

野の

梢こ
ず
え

議
長
の
議
事
進
行
の

下
、６
人
か
ら
福
祉
や
教
育
、

ま
ち
づ
く
り
な
ど
、
生
活
者

の
視
点
か
ら
身
近
な
問
題
に

つ
い
て
の
一
般
質
問
が
あ
り
、

終
始
本
物
の
議
会
さ
な
が
ら

の
女
性
議
会
と
な
り
ま
し
た
。

に
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る

「
子
育
て
支
援
」が
皆
さ
ん
の

意
識
の
な
か
に
浸
透
し
始
め

て
い
る
と
い
う
結
果
と
な
り

ま
し
た
（
右
下
の
表
参
照
）。

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
住
ん
で

よ
か
っ
た
と
思
え
る
ま
ち
に

し
て
い
く
に
は
、
多
く
の
皆

さ
ん
か
ら
声
を
お
聞
き
す
る

こ
と
が
た
い
せ
つ
で
す
。
時

代
の
変
化
と
と
も
に
変
わ
っ

て
い
く
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把

握
し
、
市
政
に
生
か
し
て
い

く
た
め
、市
で
は
、今
回
の
意

識
調
査
の
結
果
を
大
い
に
参

考
に
し
て
、
だ
れ
も
が
住
ん

で
よ
か
っ
た
と
思
え
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

今
回
の
調
査
結
果
は
、
市

役
所
１
階
の
市
民
活
動
推
進

室
や
各
公
民
館
、
図
書
館
の

ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
御
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

市
民
の
声
を
蕨
の
ま
ち
づ
く
り
へ

　

調
査
結
果
の
始
め
は
、
皆

さ
ん
の「
ま
ち
へ
の
愛
着
」に

つ
い
て
で
す
。
回
答
い
た
だ

い
た
３
８
５
人
の
う
ち
67
・

８
％
の
人
が
、
蕨
に
「
愛
着

を
感
じ
て
い
る
」
と
の
結
果

が
出
ま
し
た（
下
表
参
照
）。

そ
の
理
由
は
「
買
い
物
な
ど

生
活
に
便
利
だ
か
ら
」が
60
・

９
％
と
最
も
多
く
、「
自
然
災

害
、
都
市
災
害
が
少
な
く
安 　

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
意
見
を
お
聞
き
し
市
政
に
役
立
て
て
い
こ
う
と
︑無
作
為
抽
出
し
た
20
歳

以
上
の
市
民
１
０
０
０
人
を
対
象
に
行
っ
た
市
民
意
識
調
査
の
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
︒
今
月

は
︑調
査
で
行
っ
た
28
項
目
の
う
ち﹁
ま
ち
へ
の
愛
着
﹂ほ
か
︑主
な
項
目
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
︒

「
生
活
に
便
利
だ
か
ら
」

約
７
割
が
ま
ち
に
愛
着

ま
　
ち
　
の
　
　
話
　
題

蕨駅西口駅前公共公益施設
愛称を「くるる」に決定！

　７番街区公共公益施設の愛称について、
９月号の『広報蕨』で募集を行い、78の作
品が寄せられました。検討した結果、次の
作品を最優秀作品としました。

　応募作品については、以下のように補作
を行いました。

愛称　くるる　ＫＵＲＵＲＵ
〔コンセプト〕駅西口再開発事業のコ
ンセプトである「人と人が織りなすま
ち」をつくる重要な交流拠点として、
多くの人が学び集い合う、楽しく笑顔
にあふれる場所は、みんなで仲よく文
化・芸術を楽しみ、未来を担うたいせ
つな子どもたちを健やかにはぐくむ場
所でもあります。また「くるる（枢）」は、
扉を開く「軸」という意味もあり、ここ
を訪れる市民の皆さんが新しい出会い
や発見の扉を開いていく「大切な場所」
を重ねてイメージとしています。

応募者＝斎
さい

藤
とう

美
み

奈
な

さん（中央小学校２
年生　中央５丁目在住）
応募作品＝くるくる
愛称の理由＝みんなが仲よくしている
ところを想像していたら自然に思いつ
きました。

るるく
人がくる、集まる

「ルル」…楽しさ

〔仲間になりませんか〕

▼蕨中東カンフークラブ（中国武術）　土曜
日　午前10時　中央東小学校　入会金
3，000円　月3，000円　４歳以上どなたでも
︿吉田・緯090・9812・6620﹀

▼楊名時（太極拳）　土曜日　午後２時半　
蕨駅東口駅前ラ・セーヌビル　月4，500円　
随時体験可︿浦島・緯224・5915﹀
〔ご相談ください〕

▼アルコール依存症の自助活動　月曜日　
午後７時　中央公民館　お酒をやめたい人
︿ＡＡ浦和・緯03・5957・3506﹀

▼蕨断酒会（酒害相談）　１日＝中央公民館
９日＝南公民館　17日＝旭町公民館　午後
６時半︿岡田・緯441・3172﹀

　情報ダイヤル
掲載は無料です　問秘書広報課（緯433・7703）掲載は無料です

なかよ きく・み そだて

全
だ
か
ら
」、「
生
ま
れ
た
と

こ
ろ
、
育
っ
た
と
こ
ろ
だ
か

ら
」
と
続
き
ま
す
。

　

次
に
「
永
住
意
識
」
に
つ

い
て
で
す
。
59
・
２
％
の
人

が
「
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
住

み
た
い
と
思
う
」
と
答
え
て

い
ま
す
。
一
方
、「
住
み
た

い
と
思
わ
な
い
」
と
い
う
人

は
13
・
２
％
で
し
た
。

　

市
の
重
点
施
策
に
つ
い
て

「
重
要
度
」と「
満
足
度
」の
両

面
か
ら
お
聞
き
し
ま
し
た
。

「
重
要
度
」
で
は
１
位
が
「
防

犯
対
策
」、
２
位
が「
市
立
病

院
の
充
実
」、３
位
が「
防
災
・

消
防
・
救
急
体
制
」で
、
昨
年

同
様
、安
全
安
心
や
市
民
の
生

命
に
関
わ
る
分
野
が
上
位
を

占
め
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
満
足
度
」で
は
、
１
位
が

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
な
ど

公
共
交
通
の
充
実
」で
、２
位

が「
下
水
道
の
整
備
・
雨
水
対

策
」、
３
位
が
「
防
災
・
消
防
・

救
急
体
制
」
と
な
っ
た
一
方

で
、「
商
店
街
の
活
性
化
」、

「
市
立
病
院
の
充
実
」
が
下

位
と
い
う
結
果
で
し
た
。

　

ま
た
、「
子
育
て
し
や
す

い
ま
ち
だ
と
思
い
ま
す
か
」

と
の
問
い
に
、「
そ
う
思
う
」、

「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
そ
う

思
う
」
と
答
え
た
割
合
が
昨

年
か
ら
7.3
ポ
イ
ン
ト
増
の

48
・
６
％
と
な
り
、
重
点
的

多
く
の
皆
さ
ん
が
望
む

安
全
安
心
ま
ち
づ
く
り

皆
さ
ん
の
声
を
生
か
し

愛
さ
れ
る
ま
ち
を
築
く

永住意識 まちへの愛着

ずっと蕨に住みたい理由 愛着を感じる理由
環境上の理由
１位　住みなれているから
２位　道路、下水道などが

整備されているから
３位　隣近所の人たちと気

心が知れているから
３位　まわりに緑や公園が

多いから
生活上の理由
１位　消費生活が便利だか

ら（買い物の便がよ
い、物価が安い）

２位　通勤、通学に便利だ
から

３位　家族構成に見合った
住居が確保されてい
るから

１位　買い物など生活に便
利だから

２位　自然災害、都市災害
が少なく安全だから

３位　生まれたところ、育
ったところだから

４位　道路、上下水道など
が整備されているか
ら

５位　市民が親切で人情味
に富んでいるから

６位　緑が多く、自然が豊
かだから

７位　福祉がゆきとどき、
高齢者などにとって
住みよいまちだから

重　点　施　策
満　足　度 重　要　度

１位　コミュニティバスな
どの公共交通の充実

２位　下水道の整備・雨水
対策

３位　防災・消防・救急体制
４位　公園緑地の整備・緑

化推進
５位　国際交流の推進

１位　防犯対策

２位　市立病院の充実

３位　防災・消防・救急体制
４位　学校教育の充実

５位　介護サービスの充実

子育てについて
蕨市は子育てしやすいまちだと思いますか。

感じていない  11.7％住みたいと思わない  13.2％

分からない
23.4％

感じている
67.8％

住みたいと
思う
59.2％

分からない
16.9％

無回答
3.6％

無回答
4.2％

住みたいと
思う
59.2％ 感じている

67.8％

無回答
4.7％

そう
思わない
3.4％

どちらかと
いえば
そう思う
33.5％あまり

そう思わない
16.4％

わからない
27.0％

そう思う
15.1％

どちらかと
いえば
そう思う
33.5％あまり

そう思わない
16.4％

わからない
27.0％

そう思う
15.1％

リポート　そこが知りたい

〈₆₆〉

市民意識調査がまとまりました

市
政
こ
の
一
年

１
月 

 

２
月 

 

３
月 

 

４
月 

 

５
月 

 

６
月 

 

７
月 

 

８
月 

 

９
月 

 

1₀
月 

 

11
月 

 

12
月 

 

㊿
＝
市
制
施
行

　
　

50
周
年
事
業



【　　】12【　　】13

■放送大学平成22年度第1学期生募集／出願期間＝2月28日まで　1科目から受講可　資料請求・問い合わせ＝埼玉学習センター（緯048・650・2611）

　
い
き
い
き
シ
ル
バ
ー
ラ
イ
フ

　
「
は
あ
～
、
ど
す
こ
い
、
ど

す
こ
い
」と
、独
特
の
合
い
の

手
を
頼
り
に
、
し
み
じ
み
と

し
た
哀
愁
漂
う
歌
詞
を
七
五

調
で
歌
い
上
げ
る
相
撲
甚
句
。

冠
婚
葬
祭
や
そ
の
土
地
の
名

所
な
ど
、
詞
の
内
容
が
幅
広

い
の
も
魅
力
の
１
つ
で
す
。

　

錦
町
５
丁
目
に
お
住
ま
い

の
林
勝
彦
さ
ん（
65
歳
）は
、

蕨
市
が
市
制
施
行
50
周
年
を

迎
え
た
今
年
、
教
育
委
員
会

か
ら
依
頼
を
受
け
、
こ
れ
ま

で
歩
ん
で
き
た
蕨
の
歴
史
を

歌
詞
に
盛
り
込
ん
だ
「
蕨
」

甚
句
を
作
り
ま
し
た
。

　

林
さ
ん
は
、
体
育
協
会
の

理
事
や
吟
剣
詩
舞
連
盟
の
会

長
な
ど
、
多
彩
な
分
野
で
活

躍
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の

エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
活
動
の

源
は
少
年
時
代
に
没
頭
し
た

相
撲
に
あ
り
ま
し
た
。

　

昔
か
ら
相
撲
が
盛
ん
だ
っ

た
蕨
は
明
治
の
こ
ろ
「
蕨
八は

ち

幡ま
ん

講こ
う

」
と
呼
ば
れ
る
草
相
撲

の
団
体
を
組
織
し
、
大
相
撲

と
同
様
に
、
し
こ
名
を
持
っ

た
力
士
が
活
躍
。
そ
の
強
さ

は
近
隣
の
ま
ち
ま
で
鳴
り
響

く
ほ
ど
で
し
た
。

　

そ
ん
な
強
さ
に
あ
こ
が
れ
、

15
歳
の
と
き
、中
央
４
丁
目
、

今
の
福
祉・児
童
セ
ン
タ
ー
の

場
所
に
あ
っ
た
相
撲
場
の
門

を
た
た
い
た
林
さ
ん
。
１
６

４
㌢
、63
㌔
と
小
柄
な
体
格
で

し
た
が
、相
撲
場
に
訪
れ
る
八

幡
講
ゆ
か
り
の
人
た
ち
に
、血

の
に
じ
む
よ
う
な
厳
し
い
け

い
こ
を
つ
け
て
も
ら
い
、体
格

の
ハ
ン
デ
を
乗
り
越
え
、め
き

め
き
と
頭
角
を
現
し
ま
し
た
。

　

進
学
し
た
蕨
高
校
で
は
、

出
し
投
げ
を
武
器
に
３
年
連

続
で
全
国
大
会
に
出
場
。
大

学
で
は
体
重
別
の
あ
る
レ
ス

リ
ン
グ
へ
と
活
躍
の
場
を
移

し
ま
し
た
が
、
蕨
の
相
撲
人

気
を
盛
り
立
て
た
い
と
、
高

校
卒
業
後
、
相
撲
連
盟
に
加

入
し
、
以
来
、
ず
っ
と
運
営

に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

毎
年
５
月
に
開
催
さ
れ
る

蕨
市
少
年
相
撲
大
会
で
は
審

判
部
長
を
務
め
、
ち
び
っ
こ

力
士
が
土
俵
上
で
繰
り
広
げ

る
、熱
戦
を
裁
い
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、「
蕨
」甚
句
で
す
が
、

教
育
委
員
会
か
ら
声
が
か
か

っ
た
と
き
、「
相

撲
道
を
通
じ
て

育
て
て
も
ら
っ

た
蕨
へ
の
恩
返

し
に
」と
快
諾
。

歌
詞
を
作
る
に

あ
た
っ
て
は
、相

撲
連
盟
会
長
の

加か

藤と
う

隆た
か

義よ
し

さ
ん

の
協
力
の
下
、

蕨
の
心
意
気
を

大
事
に
し
た
い

と
、
宿
場
町
や

機
織
り
の
ま
ち
、

成
年
式
発
祥
の

地
な
ど
、
蕨
が

誇
れ
る
歴
史
を

歌
詞
に
盛
り
込

　

市
の
会
計
に
は
、
行
政
経

営
の
基
本
的
な
経
費
を
盛
り

込
ん
だ「
一
般
会
計
」と
国
民

健
康
保
険
や
区
画
整
理
な
ど
、

特
定
の
事
業
を
経
理
す
る「
特

別
会
計
」、そ
し
て
独
立
採
算

で
運
営
す
る
水
道
や
病
院
の

「
企
業
会
計
」
が
あ
り
ま
す
。

　

各
表
は
、会
計
ご
と
の
平
成

20
年
度
の
決
算
状
況
と
平
成

21
年
度
上
半
期
の
財
政
状
況
、

市
の
保
有
す
る
土
地
や
建
物
な

ど
の
財
産
及
び
市
の
借
入
金

に
当
た
る
市
債
現
在
高
で
す
。

　
「
平
成
21
年
度
の
市
民
１

人
当
た
り
の
市
税
と
予
算
、

そ
の
使
い
み
ち
」（
図
①
）で

出
来
た
ば
か
り
の
蕨
甚
句
を
披
露
す
る
林
さ
ん

み
、「
50
周
年
を
契
機
に
大

好
き
な
蕨
が
ま
す
ま
す
元
気

に
な
る
よ
う
に
」
と
の
思
い

を
込
め
て
作
っ
た
そ
う
で
す
。

　

こ
う
し
て
出
来
た
約
６
分

の
市
制
施
行
50
周
年
記
念
・

「
蕨
」甚
句
は
、
林
さ
ん
ご
自

身
に
歌
っ
て
も
ら
い
Ｃ
Ｄ
に

収
録
。
多
く
の
人
に
聞
い
て

も
ら
い
た
い
と
、
公
民
館
、

図
書
館
に
配
布
し
ま
す
。

　

林
さ
ん
の
渋
味
の
あ
る
声

に
の
せ
て
伝
え
る
蕨
の
歴
史
、

ぜ
ひ
一
度
お
聞
き
く
だ
さ
い
。

相
撲
で
培
っ
た
郷
土
愛

１
人
で
も
多
く
の
人
に

大好きな蕨を

相撲で盛り立てる
　市制施行50周年を記念し、蕨のこれま
で歩んできた歴史が盛り込まれた｢蕨｣甚
句の作者、林

はやし

勝
かつ

彦
ひこ

さんをご紹介します。

第
45
回
蕨
市
少
年
相
撲
大
会（
市
民
体
育
館
）

（図①）平成21年度の市民１人当たりの市税と予算、その使いみち

市民の皆さん

市　税
156,964円

人口は
71,991人
で計算

市 の 予 算
（一般会計）

国庫支出金
地方交付税
市債　　　
県支出金　
使用料及び
手数料など

283,664円
126,700円

3,214円

議 会 費

そ の 他

1,845円

衛 生 費

24,867円

教 育 費

30,483円

20,217円

公 債 費

1,870円

諸 支 出 金

3,670円

商 工 費

11,138円

消 防 費

総 務 費

38,476円

土 木 費

45,842円

民 生 費

102,042円

平成20年度一般・特別会計決算

会　　計　　名 予算額 収入済額 支出済額
一 般 会 計 2,018,291 2,025,788 1,836,823

特　

別　

会　

計

国 民 健 康 保 険 696,416 691,498 675,561
老 人 保 健 医 療 49,311 50,018 46,576
公 共 下 水 道 250,129 244,057 241,035
錦町土地区画整理 127,831 127,835 123,603
中央第一土地区画整理 2,041 2,041 1,892
介 護 保 険 335,306 330,001 312,923
後期高齢者医療 63,182 60,995 60,465

（単位：万円）

平成21年度一般・特別会計上半期財政状況
会　　計　　名 予算額 収入済額 支出済額
一 般 会 計 2,042,125 952,379 856,986
特　
　

別　
　

会　
　

計

国 民 健 康 保 険 711,700 344,621 328,120
老 人 保 健 医 療 3,400 6,274 1,266
公 共 下 水 道 177,800 63,905 62,958
錦町土地区画整理 124,300 33,181 32,272
中央第一土地区画整理 2,100 1,149 789
介 護 保 険 359,267 142,694 137,633
後期高齢者医療 65,000 24,876 21,626

（単位：万円） （単位：万円）平成21年度企業会計上半期の財政状況

　　　会計 予　算　額 執　行　額
項目　　　 病　院 水　道 病　院 水　道
収益的収入 296,630 143,450 145,406 69,152
収益的支出 312,744 140,093 135,655 66,841
資本的収入 542 19,894 542 250
資本的支出 18,873 78,643 4,536 12,629

（単位：万円）平成20年度企業会計決算

　　　会計 予　算　額 執　行　額
項目　　　 病　院 水　道 病　院 水　道
収益的収入 263,560 144,454 249,384 144,540
収益的支出 293,013 131,422 282,322 126,251
資本的収入 396 9,805 427 9,212
資本的支出 16,677 79,305 15,676 75,413

市有財産

土地
466,900.79㎡
建物
140,153.24㎡
有価証券
2,815万円

市債現在高
一　般　会　計 特　別　会　計 企　業　会　計
120億3,463万円 98億5,002万円 45億5,577万円

蕨市の財政事情
（平成20年度の決算・21年度上半期）

は
、
一
般
会
計
予
算
の
使
い

み
ち
と
皆
さ
ん
か
ら
納
め
て

い
た
だ
く
市
税
を
１
人
当
た

り
に
換
算
し
て
い
ま
す
。
使

い
み
ち
で
は
、
お
も
に
児
童

や
高
齢
者
の
福
祉
・
医
療
な

ど
に
使
わ
れ
る
民
生
費
が
ト

ッ
プ
で
、
土
木
費
、
総
務
費

と
続
き
、
１
人
当
た
り
28
万

３
６
６
４
円
と
な
り
ま
す
。

　

一
方
、
収
入
で
は
、
市
民

税
や
固
定
資
産
税
な
ど
の
市

税
が
１
人
当
た
り
15
万
６
９

６
４
円
で
す
。
そ
の
ほ
か
、

国
庫
支
出
金
や
地
方
交
付
税

な
ど
の
財
源
が
12
万
６
７
０

０
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　市では６月と12月に、市政を進めるた
めのお金の使いみちをお知らせしていま
す。今月は、平成20年度の決算と21年度
の上半期（９月30日現在）の財政状況です。

壁
が
出
来
て
い
ま
し
た
。
民

家
も
ま
だ
数
軒
で
、写
真
左
の

方
向
を
見
る
と
川
口
駅
北
側

に
あ
っ
た
ビ
ー
ル
工
場
が
望

め
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

今
の
写
真
は
現
在
の
様
子

で
す
。10
階
建
て
の
集
合
住
宅

が
来
年
完
成
す
る
そ
う
で
す
。

※
東
公
民
館
で
は
、塚
越
の
昔

の
様
子
が
分
か
る
写
真
展
を

22
日
ま
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

日
本
鋳
鉄
管
工
場　

　
　
　
　

周
辺
の
池

いま むかし
語 る 人

鈴
すず

木
き

昭
あき

夫
お

さん
塚越４丁目・79歳

　

こ
の
池
は
昭
和
12
年
に
創

立
さ
れ
た
、東
洋
精
機（
２
年

後
に
東
洋
精
工
業
と
改
名
、後

の
日
本
鋳
鉄
管
工
場
）の
工
場

用
地
埋
め
立
て
の
た
め
掘
ら

れ
た
跡
に
、
わ
き
水
や
雨
水

が
た
ま
っ
て
出
来
た
池
で
す
。

現
在
の
塚
越
４
丁
目
16
番
周

辺
に
あ
っ
た
工
場
の
、
南
北

と
西
側
を「
コ
の
字
」型
に
囲

む
よ
う
に
し
て
あ
り
ま
し
た
。

　

昔
の
写
真
は
、
昭
和
35
年

に
池
の
北
側
か
ら
線
路
に
向

か
っ
て
撮
影
し
た
も
の
で
す
。

池
に
は
フ
ナ
や
コ
イ
な
ど
の

ほ
か
、
大
き
な
ウ
シ
ガ
エ
ル

も
い
て
、
夜
に
な
る
と
大
合

唱
が
こ
だ
ま
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
辺
り
は
稲
田
や
蓮
の
田た

ん
ぼ
が
広
が
り
、
秋
に
は
あ

ぜ
道
に
干
さ
れ
た
稲
で
長
い － 295 －

※普通会計バランスシートは、算定方法変更のため、あらためて公表します。

■蕨市シルバー人材センター会員募集／健康で働く意欲と体力のあるおおむね60歳以上のかた　詳細＝同センター（中央1－30－2・緯433・0962）
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　理
り

　雄
お

ちゃん　
（１歳10か月）

　亜
あ

　優
ゆ

ちゃん　
（２か月）

　イ・グデ・ジャヤ・
ヨガ・ウィスタマさん　

中
なか

尾
お

　真
ま

紀
き

さんの
長男・長女　 　
　　中央１丁目

→完納している世帯の人　1泊大人3，000円　子ども2，000円（年度内2泊まで）　施設に予約後宿泊前に被保険者証を持ち医療保険課（緯433・7712）

ワ
ラ
ビ　

ま
た
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
お
買
い
物
？

お
母
さ
ん　

そ
う
な
の
。
大

手
検
索
サ
イ
ト
を
見
て
い
た

ら
、
興
味
を
そ
そ
ら
れ
る
洋

服
屋
さ
ん
の
バ
ナ
ー
が
目
に

入
っ
ち
ゃ
っ
て
ね
。

ワ
ラ
ビ　

バ
ナ
ー
っ
て
？

お
母
さ
ん　

い
ろ
ん
な
事
業

所
が
宣
伝
の
た
め
に
、
会
社

名
や
会
社
の
特
徴
な
ど
を
載

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
事
業
所
の
Ｐ
Ｒ

３
万
人
以
上
に
宣
伝
が
で
き
る
チ
ャ
ン
ス

せ
て
い
る
小
さ
な
看
板
み
た

い
な
の
を
知
ら
な
い
？

ワ
ラ
ビ　

あ
ぁ
、
確
か
そ
れ

を
押
す
と
、
そ
の
会
社
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
が
見
ら
れ
る
ん

だ
っ
た
よ
ね
。

お
母
さ
ん　

そ
う
そ
う
。
最

近
い
ろ
ん
な
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
つ
い
て
い
る
の
よ
ね
ぇ
。

ワ
ラ
ビ　

お
母
さ
ん
の
買
い

物
が
増
え
る
わ
け
だ
。

　

市
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク（
左

写
真
）
を
か
た
ど
っ
た
ピ
ン

バ
ッ
ジ
を
販
売
中
で
す
。
価

格
＝
１
個
５
０
０
円　

販
売

場
所
＝
市
役
所
１
階
市
民
活

動
推
進
室
（
緯
433
・
７
７
４

５
）、
３
階
政
策
企
画
室（
緯

433
・７
６
９
８
）　

※
数
に
限

り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
早

め
に
お

買
い
求

め
く
だ

さ
い
。

　

●
絵
師
岩
佐
又
兵
衛
の
生

涯
と
そ
の
芸
術
／
５
日（
土
）

午
後
１
時
半　

市
民
会
館　

入
場
料
＝
１
０
０
０
円
（
全

席
自
由
）　

問
い
合
わ
せ
＝

市
民
会
館（
緯
445・７
６
６
０
）

　

●
蕨
市
民
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

大
会
／
６
日（
日
）　

午
前
８

時
半　

第
一
中
学
校
・
大
荒

田
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
周
辺

主
催
＝
蕨
市
体
育
協
会　

　

●
む
し
パ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

／
６
日（
日
）　
午
後
１
時　
東

公
民
館　
主
催
＝
朗
読
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル「
山
び
こ
」

　
９
月
15
日
、塚
越
小
学
校
敷

地
内
の
ご
み
集
積
所
に
放
火

と
思
わ
れ
る
火
災
が
発
生
。近

隣
に
お
住
ま
い
の
五い

が
ら
し

十
嵐
助す

け

秋あ
き
さ
ん（
72
歳
）は
、こ
の
現
場

を
目
撃
し
、日
ご
ろ
植
木
の
水

や
り
用
に
取
っ
て
あ
る
浴
槽

お
母
さ
ん　

そ
ん
な
わ
け
で
、

ま
た
買
い
物
し
ち
ゃ
っ
た
。

お
父
さ
ん　

そ
っ
か
。
と
こ

ろ
で
、有
料
バ
ナ
ー
広
告
の
募

集
は
蕨
市
で
も
始
ま
っ
た
よ
。

お
母
さ
ん　

そ
う
な
の
？

お
父
さ
ん　

事
業
者
に
売
り

上
げ
ア
ッ
プ
の
機
会
を
提
供

し
、
税
金
や
施
設
使
用
料
な

ど
の
ほ
か
、
新
た
な
財
源
を

増
や
す
こ
と
が
目
的
な
ん
だ
。

お
母
さ
ん　

で
も
、
た
く
さ

ん
の
人
が
見
る
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
じ
ゃ
な
い
と
事
業
所
も
応

募
し
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
？

お
父
さ
ん　

蕨
は
月
平
均
３

万
４
０
０
０
件
の
ア
ク
セ
ス

が
あ
る
そ
う
だ
よ
。

お
母
さ
ん　

詳
し
い
の
ね
。

お
父
さ
ん　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
詳
細
が
分
か
っ
た
ん
だ
。

バ
ナ
ー
の
規
格
＝
縦
60
ピ
ク

セ
ル
×
横
１
２
０
ピ
ク
セ
ル

掲
載
の
期
間
＝
毎
月
１
日
～

末
日
の
１
か
月
（
最
長
６
か

月
ま
で
継
続
掲
載
可
）

掲
載
料
＝
月
額
１
万
円

応
募
＝
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

取
得
で
き
る
蕨
市
有
料
広
告

掲
載
申
込
書
と
バ
ナ
ー
広
告

画
像
を
、
掲
載
希
望
月
の
前

月
１
日
ま
で
に
持
参
か
郵
送
、

Ｅ
メ
ー
ル
で
秘
書
広
報
課

（
緯
433
・７
７
０
３
）
※
掲
載

で
き
な
い
業
種
も
あ
る
の
で
、

ま
ず
は
要
綱
で
ご
確
認
を
。

親と子の
ニュースの
小窓

　市の自主財源の確保と、地域経済
の活性化などを目的に、企業や個人
商店を経営する皆さんが、事業の宣
伝をするためのバナー広告を、市ホ
ームページに有料で掲載できるよう
になりました。今月は、その概要と
応募方法などについてお伝えします。

募集しています
市ホームページに掲載の

有料バナー広告

　理
り

　雄
お

ちゃん　
（１歳10か月）

　亜
あ

　優
ゆ

ちゃん　
（２か月）

ヨガ・ウィスタマさん　
中尾　真紀さんの

長男・二男　 　
　　中央２丁目

■保養施設利用助成制度／埼玉県国民健康保険団体連合会の指定保養施設が利用可能　対象＝蕨市国保か後期高齢者医療加入者で保険税を→

　
「
両
親
と
も
に
ト
ロ
ン
ボ

ー
ン
の
演
奏
家
と
い
う
仕
事

柄
、
帰
宅
が
不
規
則
に
な
る

こ
と
も
多
く
、
一
颯
は
い
つ

も
近
所
に
住
む
お
じ
い
ち
ゃ

ん
家
族
の
お
世
話
に
な
っ
て

い
る
ん
で
す
。
そ
ん
な
一
颯

の
お
気
に
入
り
は
、
お
じ
い

ち
ゃ
ん
愛
用
の
コ
ー
ヒ
ー
ミ

ル
で
み
ん
な
に
コ
ー
ヒ
ー
豆

を
ひ
い
て
あ
げ
る
こ
と
。
最

近
１
人
で
な
ん
で
も
で
き
る
、

と
い
う
気
持
ち
が
芽
生
え
た

よ
う
で
、手
助
け
を
嫌
が
り
、

黙
々
と
作
り
上
げ
て
く
れ
る

ん
で
す
。ま
だ
２
歳
足
ら
ず
な

の
に
頼
も
し
い
限
り
な
ん
で

す
よ
」と
、母
親
の
杏
菜
さ
ん
。

　

わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル
－454－

優しさの「環境行動」

　

中
央
７
丁
目
の
菜
園
の
一

角
で
、
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
皆
さ
ん
が
、
子
ど
も
た
ち

に
ダ
イ
コ
ン
や
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
な
ど
の
育
て
方
を
教
え
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
中
央
・
旭

野
菜
作
り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

町
・
下
蕨
公
民
館
の
合
同
で

行
わ
れ
て
い
る
「
ぷ
ち
ト
マ

ト
く
ら
ぶ
」
の
自
然
体
験
教

室
で
す
。「
こ
の
畑
で
採
れ
る

野
菜
は
お
い
し
い
よ
」と
、子

ど
も
た
ち
も
太
鼓
判
。
そ
れ

も
そ
の
は
ず
、
野
菜
作
り
に

欠
か
せ
な
い
良
質
の
土
壌
を

作
る
た
め
、
皆
さ
ん
が
虫
に

食
べ
ら
れ
た
カ
ブ
や
イ
モ
の

茎
な
ど
を
利
用
し
て
堆た

い

肥
を

作
り
、
土
に
返
し
て
い
る
か

ら
で
す
。「
り
っ
ぱ
な
野
菜

を
採
ら
せ
て
あ
げ
た
い
か
ら

ね
」と
、
皆
さ
ん
は
、
子
ど
も

た
ち
の
喜
ぶ
顔
を
楽
し
み
に

し
な
が
ら
、
北
風
の
吹
く
な

か
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

11
月
５
日
、
塚
越
小
学
校
で
児
童
の

手
作
り
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
「
塚

小
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。「
ビ
ー
玉
は
こ
び
」や「
ペ
ッ
ト
ボ
ー

リ
ン
グ
」な
ど
、低
学
年
か
ら
高
学
年
ま

で
の
み
ん
な
が
楽
し
め
る
よ
う
に
と
、３

年
生
以
上
の
児
童
が
企
画
し
た
競
技
は

全
８
種
目
。
焦
れ
ば
焦
る
ほ
ど
失
敗
す

る「
か
ん
つ
み
」に
悔
し
い
思
い
を
し
た

り
、「
強
く
た
た
か
な
い
で
よ
」と
、ダ
ン

ボ
ー
ル
の
中
に
隠
れ
た
児
童
の
声
が
聞

こ
え
る「
も
ぐ
ら
た
た
き
」に
笑
い
合
っ

た
り
し
な
が
ら
、
元
気
に
競
い
合
っ
た

子
ど
も
た
ち
。楽
し
く
体
を
動
か
し
、学

年
を
超
え
た
交
流
を
は
ぐ
く
み
ま
し
た
。

子どもクラブ目指せ金メダル
塚小

オリンピック

赤ちゃん

メモ
（問）保健センター
　　　（緯 431・5590）

捌
プ
レ
マ
マ
講
座
～
妊
娠
中
の
マ
マ

た
ち
へ
～
／
１
月
28
日（
木
）　

午
後

１
時
半　

産
婦
人
科
医
師
に
よ
る
妊

娠
・
出
産
の
お
話
、
先
輩
マ
マ
と
の

交
流
会　

※
申
し
込
み
は
お
電
話
で
。

捌
離
乳
食
講
習
会

　

事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

捌
新
生
児
・
産
婦
訪
問
指
導

　

対
象
＝
赤
ち
ゃ
ん
が
産
ま
れ
て
か

ら
４
か
月
児
健
診
の
前
月
ま
で
（
第

２
子
以
降
の
お
子
さ
ん
も
可
）

　

赤
ち
ゃ
ん
が
産
ま
れ
た
ら
出
生
連

絡
票
（
母
子
健
康
手
帳
の
最
後
の
ペ

ー
ジ
に
付
い
て
い
る
は
が
き
）
を
お

送
り
く
だ
さ
い
。※
出
生
届
提
出
後
、

地
区
の
訪
問
指
導
員
が
訪
問
日
程
の

調
整
な
ど
の
連
絡
を
し
ま
す
。

捌
両
親
学
級

３
回
目
は
土
曜
日
で
す
。ぜ
ひ
、お
父

さ
ん
も
ご
参
加
を
。
費
用
＝
４
０
０

円　
持
ち
物
＝
母
子
健
康
手
帳
、筆
記

用
具　

※
申
し
込
み
は
お
電
話
で
。

捌
乳
幼
児
健
康
診
査
・
相
談

　

持
ち
物
＝
母
子
健
康
手
帳
、
問
診

票　

※
対
象
月
に
受
け
ら
れ
な
い
と

き
は
翌
月
で
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

　一
い ぶ き

颯ちゃん　
（１歳11か月）

加
か

藤
とう

　直
ただ

明
あき

さん　
杏
あん

菜
な

さんの
長男　　　　

　　中央３丁目

内　容
保
健
師
、
助
産
師
に
よ
る

・
赤
ち
ゃ
ん
の
身
体
計
測

・
発
育
や
育
児
に
つ
い
て
の
相
談

・
お
母
さ
ん
の
産
後
の
相
談

回
とき

内　容
12月 １月

１
お
休
み
で
す

18日
（月）

妊婦歯科健
診・保健

２ 25日
（月）

食生活・赤ち
ゃんの育て方

３ 30日
（土）

お産の経過・
沐浴実習

時間はいずれも
午後１時半～４時

ところ＝保健センター

と　き 対　象 内　容
12月
８日（火）または
15日（火）

平成21年８月
生まれの第１
子の保護者

離乳食の上
手な進め方
と作り方、
試食

１月
15日（金）または
27日（水）

平成21年９月
生まれの第１
子の保護者

時間＝午前９時45分～11時45分　ところ＝保
健センター　託児＝先着10人　持ち物＝母子
健康手帳、筆記用具、託児を希望される人は
バスタオル、ビニール袋（おむつ持ち帰り用）、
ほか必要な物

と　き 対象児 受付時間・ところ

４ か 月 児 健 診
12月16日（水）・17日（木） 平成21年７月生まれ

午後１時～１時45分
保健センター

１月20日（水）・21日（木） 平成21年８月生まれ

１歳６か月児健診
12月８日（火）・９日（水） 平成20年５月生まれ
１月12日（火）・13日（水） 平成20年６月生まれ

３ 歳 児 健 診
12月11日（金）・18日（金） 平成18年11月生まれ
１月15日（金）・22日（金） 平成18年12月生まれ

４歳６か月児健診
12月15日（火）　　　　　 平成17年５月生まれ 午後１時15分～２時

保健センター１月26日（火）　　　　　 平成17年６月生まれ

１ 歳 児 相 談
12月16日（水）・17日（木） 平成20年11月生まれ 午前10時～10時半

保健センター１月20日（水）・21日（木） 平成20年12月生まれ

の
水
を
バ
ケ
ツ
に
く
み
取
り
、

す
ぐ
さ
ま
消
火
活
動
に
当
た

っ
て
く
れ
ま
し
た
。そ
の
お
か

げ
で
火
は
燃
え
広
が
ら
ず
、大

事
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

錦
町
の
消
防
本
部
で
は
、こ

の
五
十
嵐
さ
ん
の
行
動
に
対

し
て
、11
月
20
日
に
感
謝
状
を

贈
呈
。
高た

か

森も
り

和か
ず

久ひ
さ

消
防
長
か

ら
表
彰
状
が
手
渡
さ
れ
る
と
、

「
と
だ
わ
ら
び
交
通
安
全
協
会

役
員
と
し
て
、15
年
間
、子
ど

も
の
安
全
を
見
守
っ
て
き
ま

し
た
が
、こ
う
し
た
形
で
も
お

役
に
立
て
て
よ
か
っ
た
」と
、

五
十
嵐
さ
ん
。ほ
ん
と
う
に
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

市
民
団
体
の
催
し

ピ
ン
バ
ッ
ジ
販
売
中

50
周
年
記
念
事
業
を
紹
介

消
火
活
動
の
協
力
に
感
謝 実際のバッジ

はカラーです
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わ
ら
び
の
野
鳥
・
虫
・
草
　
　
○

中
学
生
時
代
の
同
級
生
も
称

賛
す
る「
か
っ
ち
ゃ
ん
」こ
と

岡
田
勝
成
さ
ん
（
中
央
４
丁

目
在
住
・
20
歳
）
は
、
10
月

12
日
に
港
区
で
開
催
さ
れ
た

「
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
ボ
デ
ィ

ー
ビ
ル
選
手
権
」
で
、
み
ご

と
全
国
３
位
に
輝
き
ま
し
た
。

　

週
５
日
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

を
積
み
、
ベ
ン
チ
プ
レ
ス
は

２
０
０
㌔
、
ス
ク
ワ
ッ
ト
で

は
３
０
０
㌔
の
ダ
ン
ベ
ル
を

上
げ
て
し
ま
う
強
靭じ

ん
な
肉
体
。

そ
し
て
、
第
３
位
と
刻
ま
れ

た
ト
ロ
フ
ィ
ー
が
、
い
つ
の

間
に
か
２
つ
に
割
れ
て
い
て

も
、
ま
っ
た
く
気
に
せ
ず
ニ

コ
ニ
コ
と
し
て
い
る
岡
田
さ

ん
。
気
は
優
し
く
て
力
持
ち

の
表
現
が
ぴ
っ
た
り
で
す
。

　

柔
道
の
補
強
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
の
た
め
に
通
い
始
め
た
ジ

ム
で
誘
い
を
受
け
、
高
校
生

の
こ
ろ
か
ら
参
加
す
る
よ
う

に
な
っ
た
ボ
デ
ィ
ー
ビ
ル
選

手
権
。
出
場
に
向
け
て
は
筋

力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ば
か
り
か
、

水
分
や
皮
下
脂
肪
な
ど
を
落

と
す
減
量
と
の
戦
い
が
伴
い

ま
す
。「
５
か
月
で
30
㌔
ほ
ど

落
と
し
た
か
な
」
と
、
岡
田

さ
ん
。
立
つ
の
も
歩
く
の
も

ま
ま
な
ら
な
い
ほ
ど
の
負
荷

に
耐
え
な
が
ら
、「
こ
れ
が

ボ
デ
ィ
ー
ビ
ル
の
醍だ

い

醐ご

味
」

と
、
ま
る
で
極
限
状
態
を
楽

し
ん
で
い
る
か
の
よ
う
で
す
。

　

で
も
、
ひ
と
度
大
会
が
終

わ
れ
ば
、
酷
使
し
た
体
を
休

ま
せ
、
大
好
き
な
焼
肉
を
軽

く
20
人
前
以
上
食
べ
て
、
栄

養
も
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
補
給
。そ

の
た
め
上
写
真
の
岡
田
さ
ん

は
、
大
会
時
と
比
べ
て
ふ
っ

く
ら
と
し
て
い
る
よ
う
で
す

が
、
胸
や
腕
な
ど
は
御
覧
の

と
お
り
筋
肉
隆
々
。
近
い
う

ち
に
、究
極
の
肉
体
と
優
勝
カ

ッ
プ
を
手
に
し
て
ほ
ほ
え
ん

で
い
る
岡
田
さ
ん
の
姿
が
、

容
易
に
想
像
で
き
ま
し
た
。

輝いていま  ひと
全日本ジュニアボディービル選手権で第３位　 
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「
目
指
す
は
世
界
一
の
肉
体
美
」

岡
おか

田
だ

 勝
かつ

成
なり

  さん

れ
に
で
も
愛
さ
れ
る

タ
イ
プ
で
努
力
家
と
、

だ

い
。な
お
、同
園
へ
は
西
ル
ー

ト
６
番
目「
市
立
病
院
」が
最

寄
り
で
す
。
詳
細
＝
み
ど
り

保
育
園（
☎
443
・
５
０
０
０
）

た
だ
き
た
い
」と
、今
月
５
日

に
園
内
で
開
催
。
こ
の
日
の

た
め
に
各
ク
ラ
ス
で
作
っ
た

共
同
制
作
は
ど
れ
も
力
作
ぞ

　

み
ど
り
保
育
園
で

は
、
園
児
た
ち
の
描

い
た
絵
や
工
作
な
ど

の
作
品
を
通
じ
て
子

ど
も
た
ち
の
豊
か
な

感
性
や
成
長
の
あ
か

し
を
、
保
護
者
や
地

域
の
皆
さ
ん
に
見
て

い
た
だ
こ
う
と
、
年

１
回
、「
保
育
展
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

例
年
、
公
民
館
で

開
か
れ
る
同
展
で
す

が
、
13
回
目
を
迎
え

る
今
回
は
、「
保
育

園
を
丸
ご
と
見
て
い

ぷらっと・わらび・小さな旅
今
月
５
日
は

「
保
育
展
」

ア
ジ
ア
イ
ト
ト
ン
ボ

　

先
月
号
で
市
民
公
園
の
カ

ワ
セ
ミ
を
紹
介
し
ま
し
た
が

そ
の
続
き
の
お
話
で
す
。

　

池
で
カ
ワ
セ
ミ
を
待
っ
て

い
る
と
き
、
ふ
と
見
上
げ
る

と
、
桜
の
木
の
枝
に
な
に
や

ら
生
き
物
を
発
見
。
望
遠
レ

ン
ズ
で
の
ぞ
く
と
、
緑
色
で

竹
の
よ
う
な
節
の
あ
る
ト
ン

ボ
で
し
た
。調
べ
て
み
る
と
、

ア
ジ
ア
イ
ト
ト
ン
ボ
の
メ
ス

と
判
明
。
名
前
の
と
お
り
木

の
枝
よ
り
も
細
い
、
糸
の
よ

う
な
体
の
ト
ン
ボ
で
体
長
は

３
㌢
ほ
ど
。
日
本
全
国
、
春

先
か
ら
秋
ま
で
見
ら
れ
る
そ

う
で
す
か
ら
、
皆
さ
ん
も
、

き
っ
と
ど
こ
か
で
出
会
っ
て

い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

ろ
い
。ま
た
、当
日
は

離
乳
食
の
サ
ン
プ
ル

や
先
生
が
選
ぶ
「
年

齢
別
お
勧
め
の
本
」

な
ど
、
育
児
の
参
考

に
な
る
コ
ー
ナ
ー
も
。

　

ほ
か
に
も
、
園
庭

で
は
親
子
で
楽
し
め

る
ミ
ニ
シ
ア
タ
ー
や

園
児
の
お
父
さ
ん
に

よ
る「
焼
き
芋
コ
ー
ナ

ー
」な
ど
、楽
し
い
催

し
も
盛
り
だ
く
さ
ん

で
す
。皆
さ
ん
、ぜ
ひ

遊
び
に
来
て
く
だ
さ

保育展に向けて工作をするらいおん組の園児たち


